
(1) 令和元年12月1日 第 69 号

　

日
本
の
黎
明
期
・「
明
治
に
開
校
さ

　

日
本
の
黎
明
期
・「
明
治
に
開
校
さ

れ
た
我
が
盛
工
」
は
平
成

れ
た
我
が
盛
工
」
は
平
成
3030
年
に
、
創

年
に
、
創

立立
1
2
0

1
2
0
周
年
記
念
式
典
を
盛
会
裏

周
年
記
念
式
典
を
盛
会
裏

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

窓
会
長
と
し
て
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で

窓
会
長
と
し
て
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

我
が
母
校
は
創
立

　

我
が
母
校
は
創
立
1
0
0

1
0
0
周
年
以

周
年
以

降
「
軌
跡
を
た
ど
り
・
つ
な
げ
未
来
の

降
「
軌
跡
を
た
ど
り
・
つ
な
げ
未
来
の

匠
の
道
を
」
を
表
題
に
数
々
の
記
念
事

匠
の
道
を
」
を
表
題
に
数
々
の
記
念
事

業
を
展
開
し
、
学
び
舎
の
更
な
る
環
境

業
を
展
開
し
、
学
び
舎
の
更
な
る
環
境

整
備
の
充
実
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

整
備
の
充
実
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
い
ま
こ
の

す
が
、
い
ま
こ
の
1
2
0

1
2
0
周
年
を
機

周
年
を
機

に
、
盛
工
生
に
獲
得
さ
せ
た
い
＂
力
＂

に
、
盛
工
生
に
獲
得
さ
せ
た
い
＂
力
＂

と
し
て
「
３
つ
の
Ｃ
」
を
掲
げ
取
り
組

と
し
て
「
３
つ
の
Ｃ
」
を
掲
げ
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
。

・「
挑
戦
す
る
力

・「
挑
戦
す
る
力(challenge)

(challenge)

」」

　

 

高
い
理
想
を
持
ち
、
夢
に
向
か
っ
て

高
い
理
想
を
持
ち
、
夢
に
向
か
っ
て

努
力
を
続
け
る
。

努
力
を
続
け
る
。

・「
創
造
す
る
力

・「
創
造
す
る
力(create)

(create)

」」

　

 

基
礎
基
本
の
技
術
を
習
得
し
、
新
し

基
礎
基
本
の
技
術
を
習
得
し
、
新
し

い
も
の
を
生
み
出
す
。

い
も
の
を
生
み
出
す
。

・「
変
化
す
る
力

・「
変
化
す
る
力(change)

(change)

」」

　

 

過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
分
を
変
え
る
。

過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
分
を
変
え
る
。

　

こ
れ
が
、ま
さ
し
く
「
も
の
づ
く
り
」

　

こ
れ
が
、ま
さ
し
く
「
も
の
づ
く
り
」

＂
匠
＂
を
育
て
る
担
い
手
教
育
の
原
点

＂
匠
＂
を
育
て
る
担
い
手
教
育
の
原
点

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は

在
校
生
諸
君
に
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ

在
校
生
諸
君
に
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
は
今　

令
和
元
年
、
我
が
国
で
初

　

時
は
今　

令
和
元
年
、
我
が
国
で
初

め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
が
夢
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
が
夢
に

ま
で
も
見
た
＂
世
界
８
強
進
出
＂
を
決

ま
で
も
見
た
＂
世
界
８
強
進
出
＂
を
決

め
ま
し
た
。こ
れ
は
ま
さ
に＂
ワ
ン
チ
ー

め
ま
し
た
。こ
れ
は
ま
さ
に＂
ワ
ン
チ
ー

ム
＂
の
証
で
す
。
こ
の
こ
と
の
要
因

ム
＂
の
証
で
す
。
こ
の
こ
と
の
要
因

は
、
な
に
か
…
私
な
り
に
思
う
に
、＂
選

は
、
な
に
か
…
私
な
り
に
思
う
に
、＂
選

手
に
体
力
・
持
久
力
が
つ
い
た
＂＂
戦

手
に
体
力
・
持
久
力
が
つ
い
た
＂＂
戦

術
が
臨
機
応
変
に
多
様
で
あ
る
＂＂
当

術
が
臨
機
応
変
に
多
様
で
あ
る
＂＂
当

面
の
試
合
に
よ
り
集
中
力
が
で
き
て
あ

面
の
試
合
に
よ
り
集
中
力
が
で
き
て
あ

る
＂＂
自
分
た
ち
の
力
量
に
自
信
を
持

る
＂＂
自
分
た
ち
の
力
量
に
自
信
を
持

ち
、
相
手
に
気
後
れ
し
な
い
＂
な
ど
が

ち
、
相
手
に
気
後
れ
し
な
い
＂
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り

肉
体
的
な
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
こ
と

肉
体
的
な
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
こ
と

か
。
ま
さ
に
戦
う
姿
勢
が
多
様
で
あ
り

か
。
ま
さ
に
戦
う
姿
勢
が
多
様
で
あ
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
優
勝
し
て
ほ
し
か
っ
た

ま
し
た
。
ぜ
ひ
優
勝
し
て
ほ
し
か
っ
た

で
す
。

で
す
。

　

今
、
生
徒
諸
君
は
校
訓
＂
質
実
剛
健
＂

　

今
、
生
徒
諸
君
は
校
訓
＂
質
実
剛
健
＂

文
武
両
道
の
も
と
、
陸
上
、
ウ
ェ
イ
ト
リ

文
武
両
道
の
も
と
、
陸
上
、
ウ
ェ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
等
そ
れ
ぞ

フ
テ
ィ
ン
グ
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
等
そ
れ
ぞ

れ
に
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
中
で
も
ジ
ュ

れ
に
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
中
で
も
ジ
ュ

ニ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ニ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
大
会
に
吉
田
雪
乃
（
２
年
）、
熊
谷
萌

ト
大
会
に
吉
田
雪
乃
（
２
年
）、
熊
谷
萌

（
Ｏ
Ｇ
）
両
選
手
が
出
場
、
国
内
で
は
第

（
Ｏ
Ｇ
）
両
選
手
が
出
場
、
国
内
で
は
第

2727
回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大

回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大

会
、
第

会
、
第
1919
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
全
国
大
会
（
測
量
競
技
）
そ
れ
ぞ

ス
ト
全
国
大
会
（
測
量
競
技
）
そ
れ
ぞ

れ
に
出
場
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に

れ
に
出
場
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に

頑
張
っ
て
頂
点
を
極
め
て
ほ
し
い
。

頑
張
っ
て
頂
点
を
極
め
て
ほ
し
い
。

　

頑
張
れ
盛
工
、
健
闘
を
祈
る

　

頑
張
れ
盛
工
、
健
闘
を
祈
る
!!!!

―
よ
り
よ
い
工
夫
の
も
と
、全
員
参
加
の

―
よ
り
よ
い
工
夫
の
も
と
、全
員
参
加
の

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
し
ま
し
ょ
う

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
し
ま
し
ょ
う
――

【発行】令和元年12月１日【発行所】〒020-0841 岩手県盛岡市羽場18−11−1 盛岡工業高等学校百年館内盛工同窓会【電話・ＦＡＸ】019（639）5436
【盛工同窓会ホームページURL】http://www.moriko-d.com/　　【Mail】info@moriko-d.com

題字指毫／吉田昭夫同窓会長

在
校
生
に
期
待
す
る

同
窓
会
長

吉
田
　
昭
夫

高校生ものづくりコンテスト2019高校生ものづくりコンテスト2019
　東北大会測量部門　東北大会測量部門
　 盛工土木科東北初
　 全国大会初出場‼

ジュニアジュニア
ワールドカップ出場ワールドカップ出場

出
所﹁
岩
手
日
報
2
0
1
9
年
9
月
16
日
付
﹂

盛工土木科東北初盛工土木科東北初
　 全国大会初出場‼　 全国大会初出場‼ＶＶ
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　第　69　号　 令和元年12月1日　(2)　

体
育
後
援
会
長

　
白
根
　
敬
介

第
35
代
校
長　

南
舘
　
秀
昭

同
窓
会
事
業

同
窓
会
事
業

　

世
界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
、

９
月
20
日
よ
り
11
月
２
日
ま
で
の
44
日
間
、
釜
石
鵜
住

居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
は
じ
め
、
全
国
12
会
場
で
48
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
７
月
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
0
東
京
開
催
と
、
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
関
心
が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
醸
成
に
繋
が
り

岩
手
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
つ
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
盛
岡
工
業
高
校
の
部
活
動
は
、
運
動
部

で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
・
野
球
部
・
レ
ス
リ
ン
グ
部
・
ス

ケ
ー
ト
部
等
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
花
園
・
甲
子
園
等
の

全
国
大
会
出
場
、
上
位
成
績
を
目
標
に
、
顧
問
の
先
生

の
ご
指
導
ま
た
は
父
母
の
方
々
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が

ら
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
21
回
全
国
高
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

ま
た
７
月
29
日
か
ら
８
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
、
南
九

州
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
レ
ス
リ
ン
グ
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

陸
上
競
技
等
、
ま
た
東
京
で
開
催
さ
れ
た
定
時
制
通
信

陸
上
競
技
で
の
活
躍
、
文
化
部
に
お
き
ま
し
て
も
自
動

車
部
・
吹
奏
楽
部
等
が
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
部
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
分
発
揮
さ
れ
良
い
結
果
が
出
る
こ
と
を
祈
念
す
る

と
共
に
、
盛
岡
工
業
高
校
の
名
声
を
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、今
後
と
も
母
校
の
発
展
に
、

ご
指
導
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、私
は
こ
の
四
月
に
着
任
し
ま
し
た
が
、

最
初
の
新
任
式
で
は
、
生
徒
の
歌
う
校
歌
に
感

動
し
、
応
援
団
節
に
は
懐
か
し
い
思
い
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
は
市
内
の
普
通
科

高
校
出
身
で
す
が
、
当
時
県
下
の
高
校
生
を
圧

倒
し
た
盛
工
の
勇
姿
が
ま
ぶ
た
に
浮
か
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
の
新
任
式
の
際
に
、
校
歌
二
番
の

歌
詞
を
次
の
よ
う
に
解
説
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。「（「
厚
生
」
＝
人
々
の
生
活
を
健
康
的
で

豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
）
世
の
中
の
人
々
の

健
全
か
つ
便
利
な
生
活
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

私
た
ち
は
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
る
も
の
を
作

る
作
業
、つ
ま
り
も
の
づ
く
り
に
勤
し
む
の
だ
。

今
は
目
に
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
遠
い
未
来
に

繋
が
る
理
想
を
追
い
、
憧
れ
頑
張
る
こ
と
が
青

春
の
証
で
あ
り
喜
び
だ
。
あ
ぁ
、
だ
か
ら
盛
工

健
児
た
ち
よ
、
今
勉
め
励
ま
な
く
て
い
い
の
だ

ろ
う
か
、
い
や
、
勉
め
励
む
べ
き
だ
！
」
私
な

り
の
解
釈
で
す
。最
後
は
反
語
で
す
か
ら
、し
っ

か
り
勉
強
し
よ
う
、
と
強
く
訴
え
て
い
る
訳
で

す
。
す
ば
ら
し
い
歌
詞
だ
と
思
い
ま
し
た
し
、

力
強
い
言
葉
だ
と
感
心
も
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

工
業
高
校
生
の
あ
る
べ
き
姿
を
言
い
尽
く
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
胸
に
深
く

刻
み
つ
け
る
べ
き
言
葉
た
ち
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
七
个
月
、
新
任
校
長
の
期
待
に
違

わ
ず
、
盛
工
生
た
ち
は
各
方
面
で
活
躍
を
見
せ

て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
運
動
部
で
は
県
高
総
体

で
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、
レ
ス
リ
ン
グ

部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
定
時
制
陸
上
部
が
団

体
優
勝
を
遂
げ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
陸
上
部

も
含
め
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
で
活
躍
し
ま
し
た
。

文
化
部
活
動
等
で
も
吹
奏
楽
、
軽
音
楽
、
文

学
、
自
動
車
、
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
、
土
木
な
ど
、

全
国
へ
駒
を
進
め
る
チ
ー
ム
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。
惜
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
野
球
部
が
長
年

の
ラ
イ
バ
ル
盛
岡
一
高
と
接
戦
を
演
じ
、
ラ
グ

ビ
ー
部
は
近
年
の
戦
い
の
中
で
は
最
も
優
勝
に

肉
薄
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
こ
の
後

は
ス
ケ
ー
ト
の
季
節
が
到
来
し
ま
す
し
、
い
ず

れ
も
今
後
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
三
年
生
の

進
路
達
成
状
況
も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
創
立
1
2
0
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
通
過
し
ま
し
た
が
、「
S
o
c
i
e
t
y
5.0
」

と
呼
ば
れ
る
新
し
い
時
代
の
担
い
手
と
な
れ
る

よ
う
、
盛
工
は
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

世
界
へ
翔
く
ス
ポ
ー
ツ
大
国・日
本

御
挨
拶

（
同
窓
会
事
業
）

H31

4
・
9

平
成
31
年
度
入
学
式
（
2
6
3
名
）

4
・
9

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
会
計
監
査

（
盛
工
百
年
館
）

4
・
20

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
役
員
会

（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
）
56
名

R1

7
・
6

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
）

12
・
1

同
窓
会
報
69
号
発
行

R２

2
・
27

同
窓
会
入
会
式
（
記
念
品
贈
呈
）
定
時
制

2
・
28

同
窓
会
入
会
式
（
記
念
品
贈
呈
）
全
日
制

3
・
1

令
和
元
年
度
卒
業
式

（
体
育
後
援
会
事
業
）

H31

4
・
20

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
役
員
会

（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
）
56
名

4
・
24

第
１
回
体
育
後
援
会
費
強
化
費
配
分

（
５
月
連
休
合
宿
、
遠
征
ほ
か
）

R1

7
・
6

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
）

7
・
10

全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
会
・
激
励
金
配
分

7
・
22

第
２
回
体
育
後
援
会
費
強
化
費
配
分

（
夏
休
み
合
宿
、
遠
征
ほ
か
）

9
・
19

国
体
出
場
激
励
金
、全
国
大
会
激
励
金
配
分

12
・

全
国
大
会
激
励
金
配
分

R2

1
・

国
体
出
場
激
励
金
配
分

（
科
・
支
部
活
動
）

H31

4
・
13

同
窓
会
役
員
・
校
内
管
理
職
引
継
会

（
三
寿
司
総
本
店
）
16
名

R1

5
・
7

紫
工
会
（
学
校
同
窓
職
員
）
総
会

（
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
盛
岡
）
17
名

7
・
12

寿
広
支
部
総
会
（
寿
広
園
）

8
・
11

桐
友
会
（
普
通
科
）
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
）

8
・
24

桜
化
会
（
工
業
化
学
科
）
総
会

（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
）

9
・
7

機
友
会
（
機
械
科
）
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
）

9
・
14

Ｅ
友
会（
電
気
科
）総
会（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
）

10
・

仙
台
支
部
総
会
（
味
吉
祥
）

10
・

花
巻
支
部
総
会
（
ホ
テ
ル
花
城
）

11
・
18

擬
宝
珠
会
（
土
木
科
）
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
）

R2

2
・

盛
岡
市
役
所
支
部
総
会
（
三
寿
司
総
本
店
）

3
・
2

二
日
会
（
建
築
科
）
総
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ
）



令
和
元
年
度
盛
工
同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

令
和
元
年
度
盛
工
同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

次期総会のお知らせ
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好
評
で
し
た
。
そ
し
て
、
春
・
秋
の
褒
章
・
叙
勲

の
表
彰
を
う
け
ら
れ
た
同
窓
生
の
山
崎
重
人
様

（
普
通
科
Ｓ
41
年
卒
）、
藤
原
正
志
様
（
電
気
科
Ｓ

42
年
卒
）に
会
長
よ
り
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

続
い
て
白
根
敬
介
体
育
後
援
会
長
よ
り
乾
杯
の
音

頭
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
が
始
ま
り
、
今
年
度
の

母
校
の
活
躍
を
編
集
し
た
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
な
が

ら
、
和
や
か
で
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
最

後
は
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

事
務
局
長　

佐
々
木　

大
祐

★同窓会費納入にご協力をお願いいたします★
　同封の振込用紙にて納入して下さい。

年間費 ― 3,000円（体育後援会費含む）

　

総
会
は
72
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
同
窓
会
長
よ
り
昨
年
度
の

1
2
0
周
年
事
業
の
報
告
と
、
会
員
皆
様
の
ご

協
力
で
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。「
世
界
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

中
、
未
来
の
産
業
界
を
担
う
若
人
の
育
成
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。
1
2
1
年
目
を
迎
え
、
さ
ら

に
盛
工
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。
更
な
る
伝
統

を
重
ね
、
い
ま
こ
そ
会
員
の
協
力
を
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
着
任
さ
れ
た
南
舘
秀
昭
校
長

よ
り
「
工
業
教
育
の
セ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
を

リ
ー
ド
す
る
心
構
え
で
取
り
組
み
た
い
」
と
抱
負

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
は
先
の
教
育

再
編
計
画
で
全
日
制
１
学
級
減
及
び
定
時
制
の
募

集
停
止
の
方
向
で
進
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
工
業

教
育
の
重
要
性
を
県
民
の
方
々
の
ご
理
解
の
も
と
、

延
期
が
決
定
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
入
り
、
下
田
利
秋
氏
（
桜
化
会
Ｓ
42
年

卒
）
が
議
長
に
承
認
さ
れ
議
事
が
進
行
。
平
成
30

年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
、
令
和
元
年
度
事

業
計
画
と
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
懇
親
会
に
先
立
ち
、
本
校
吹
奏
楽
部

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
応
援
歌
や
応
援
団
節
、
校

歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
し
た
方
々
か
ら
も
大

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2020年度　盛工同窓会・体育後援会総会
期　日：2020年７月４日（土）
と　き：午後６時より
ところ：ホテルメトロポリタン盛岡・本館 毎年７月第一土曜日に開催

是非ご参加下さい

瑞
宝
小
綬
章

金
融
行
政
事
務
功
労

（
元　

金
融
庁
検
査
局
総
務
課
市
場

リ
ス
ク
検
査
室
長
）

　

山
崎　

重
人
氏

（
普
通
科
昭
和
41
年
卒
）

旭
日
小
綬
章

司
法
書
士
功
労

（
元　

岩
手
県
司
法
書
士
会
会
長
）

　

藤
原　

正
志
氏

（
電
気
科
昭
和
42
年
卒
）

︻
期
日
︼　

令
和
元
年
７
月
６
日
（
土
）

︻
場
所
︼　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
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ラ
グ
ビ
ー
近
況
報
告ラ

グ
ビ
ー
部
監
督　
　

小
原　

義
巧

　

こ
の
た
び
の
台
風
19
号
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

旧
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

盛
岡
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
物
心
両
面
で
の
ご
支
援
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
今
年
度
の
戦
績
並
び
に
近
況

を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

◎
ア
シ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ
2
0
1
9
全
国
高
等
学
校
7
人
制

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
県
予
選

　

４
月
27
日
（
土
）
於
：
北
上
総
合
運
動
公
園

　

一
回
戦　
　
　

対　

一
関
工
業
高
校　
　

38
―
０

　

準
決
勝　
　
　

対　

黒
沢
尻
工
業
高
校　

26
―
17

　

決　

勝　
　
　

対　

黒
沢
尻
北
高
校　
　

７
―
24

◎
令
和
元
年
度
第
71
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

５
月
23
日（
木
）〜
26
日（
日
）於
：
八
幡
平
市
ラ
グ
ビ
ー
場

　

一
回
戦　
　
　

対　

釜
石
商
工
高
校　
　

113
―
０

　

準
決
勝　
　
　

対　

黒
沢
尻
工
業
高
校　

12
―
37

　

３
位
決
定
戦　

対　

宮
古
高
校　
　
　
　

36
―
５

◎
第
70
回
東
北
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
13
日
（
木
）
〜
16
日
（
日
）
於
：
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ

公
園
・
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園

　

Ⅱ
部

　

一
回
戦　
　
　

対　

山
形
南
高
校　
　
　

67
―
14

　

準
決
勝　
　
　

対　

仙
台
三
高
校　
　
　

35
―
31

　

決　

勝　
　
　

対　

金
足
農
業
高
校　
　

７
―
24

◎
第
46
回
北
海
道
高
等
学
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

７
月
26
日（
金
）〜
30
日（
火
）於
：
小
樽
望
洋
ラ
グ
ビ
ー
場・

月
寒
ラ
グ
ビ
ー
場

　

一
回
戦　
　
　

対　

空
知
・
旭
川
選
抜　

99
―
０

　

二
回
戦　
　
　

対　

札
幌
山
の
手
高
校　

７
―
33

◎
第
一
次
夏
季
強
化
合
宿

８
月
１
日
（
木
）
〜
４
日
（
日
）
於
：
北
海
道
倶
知
安
町

（
ニ
セ
コ
）

◎
第
二
次
夏
季
強
化
合
宿

　

８
月
10
日
（
土
）
〜
12
日
（
月
）　

於
：
八
幡
平
市

◎
第
99
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

岩
手
県
大
会

８
月
30
日
（
金
）
〜
10
月
26
日
（
土
）
於
：
八
幡
平
市
ラ

グ
ビ
ー
場
・
い
わ
ぎ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

　

準
々
決
勝　
　

対　

一
関
工
業
高
校　
　

99
―
３

　

準
決
勝　
　
　

対　

黒
沢
尻
北
高
校　
　

12
―
17

◎
第
52
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

　
【
開
催
期
間
】
2
0
1
9
年
11
月
７
日
〜
11
月
９
日

　

一
回
戦　

盛
工　

120
―
０　

盛
岡
第
一

（
前
半　

54
―
０　

後
半　

66
―
０
）

　

準
決
勝　

盛
工　

22
―
17　
黒
沢
尻
工

（
前
半　

17
―
10　
後
半　

５
―
７
）

　

決　

勝　

盛
工　

12
―
14　
黒
沢
尻
北

（
前
半　

０
―
７　

後
半　

12
―
７
）

　

春
の
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
県
予
選

を
皮
切
り
に
、
秋
の
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
岩
手
県
大
会
ま
で
、
吉
田
同
窓
会
長
を
は
じ
め
多
く

の
同
窓
生
の
皆
様
方
が
遠
方
の
試
合
会
場
ま
で
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、
母
校
の
た
め
に
沢
山
の
ご
声
援
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
か
な
か
結
果
が
出
ず
に
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
て
い
る

同
窓
生
の
方
々
も
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、
生
徒
達
は
悲
願
の

花
園
を
目
指
し
、
毎
年
毎
年
真
摯
に
直
向
き
に
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。

何
卒
、
今
後
と
も
厳
し
く
も
温
か
い
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
盛
工
同
窓
会
の
今
後
益
々
の
発
展

と
、
同
窓
会
皆
様
方
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

測
量
部
門
大
会
を
振
り
返
っ
て

土
木
科
三
年

吉
田
昌
平

　

私
は
、
二
年
生
の
時
に
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
測
量
部
門
の
選
手
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
と
は
、
工

業
高
校
生
た
ち
が
各
学
科
の
特
徴
を
生

か
し
た
様
々
な
専
門
的
な
技
術
や
技
能

及
び
知
識
を
用
い
て
競
わ
れ
る
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
土
木
科
は
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
最
先
端
の
器
械
を
使
用

し
て
五
角
形
の
角
度
と
距
離
を
計
測

し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
計
算
を
行
っ

て
精
度
と
時
間
を
競
う
大
会
で
す
。
ま

た
、
そ
の
内
容
の
中
で
測
量
技
術
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
観
測
方
法
や
時
間
制
限

な
ど
様
々
な
細
か
い
ル
ー
ル
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
向
け
て
練
習
を
始
め
た
頃
は

器
械
を
据
え
付
け
る
だ
け
で
も
時
間
を

費
や
し
て
し
ま
い
、
競
技
の
主
で
あ
る

測
角
や
測
距
ま
で
た
ど
り
着
く
の
に
苦

労
し
た
た
め
、
ま
ず
は
器
械
の
据
え
付

け
を
短
時
間
で
で
き
る
よ
う
に
練
習
し

ま
し
た
。
そ
の
据
え
付
け
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
実
際
の
競
技
と

同
じ
よ
う
に
五
角
形
の
測
点
を
使
い
実

践
的
な
練
習
を
し
ま
し
た
。
当
初
は
測

点
間
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
を
理
解
し

て
お
ら
ず
、
競
技
制
限
時
間
内
に
な
か

な
か
終
え
る
こ
と
が
で
き
ず
苦
労
し
ま

し
た
。
反
省
を
生
か
し
つ
つ
練
習
を
重

ね
る
う
ち
に
、
各
人
が
効
率
よ
く
作
業

を
す
る
こ
と
に
慣
れ
時
間
短
縮
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
岩
手
県
大

会
当
日
は
メ
ン
バ
ー
全
員
が
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
練
習
通
り
に
競
技
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
五
年
振
り
三
回
目
の
優

勝
を
す
る
と
共
に
東
北
大
会
出
場
権
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
東
北
大

会
に
向
け
、
県
大
会
の
反
省
を
生
か
し

更
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

今
年
八
月
開
催
さ
れ
た
東
北
大
会
で
も

本
校
土
木
科
と
し
て
初
優
勝
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
十
一
月
に
大
阪
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
十
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国

大
会
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
か
簡

単
な
ミ
ス
を
犯
し
て
し
ま
う
な
ど
東
北

大
会
ま
で
の
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
惜
し
く
も
入
賞
す
る
こ
と
が

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
全
国
の

壁
の
高
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
悔
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
全
国
大
会
に
出

場
す
る
に
あ
た
り
、
同
窓
会
及
び
擬
宝

珠
会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
生

             

２
０
１
９

も
の
づ
く
り

も
の
づ
く
り

　
コ
ン
テ
ス
ト

　
コ
ン
テ
ス
ト
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　第　69　号　 令和元年12月1日　(6)　

　　　第４位　佐々木颯太（M2）（予選12位）
　　　第17位　伊藤　　岳（ME2）（予選７位）
　　　第37位　岡本　翔太（C1）予選敗退
女子個人
　　　第48位　杉浦　瑠姫（M1）予選敗退
　　　第50位　戸来　綾美（EI1）予選敗退

◆女子バスケットボール部
第71回岩手県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技
　１回戦　盛工　47－50　大東

◆男子バスケットボール部
第71回岩手県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技
　３回戦　盛工　76―69　北上翔南
　４回戦　盛工　58―77　黒沢尻北

◆バレーボール部
第71回岩手県高等学校総合体育大会
バレーボール競技
　１回戦　盛工　２　30―28　０　千厩
　　　　　　　　　　28―26
　２回戦　盛工　２　25―23　０　大船渡
　　　　　　　　　　25―13
　３回戦　盛工　０　16―25　２　盛岡誠桜
　　　　　　　　　　16―25

◆卓球部
高総体岩手県大会
男子学校対抗
　１回戦　盛工　３―０　沼宮内　
　２回戦　盛工　３―２　宮古
　３回戦　盛工　１―３　岩谷堂
　※ベスト16
個人戦（シングルス）
　１回戦　福田（C3）　２―３　水沢工
新人大会
男子学校対抗
　２回戦　盛工　３－１　水沢商業
　３回戦　盛工　１－３　花北青雲
　※ベスト16　東北選抜大会県予選
　　　　　　　会出場権獲得
男子シングルス
　１回戦　佐々木大翔（M2）１－３　一関工業
男子ダブルス
　１回戦　佐々木大翔（M2）山口陸空（E2）
　　　　　盛工　０－３　宮古工業
　２回戦　刀澤雄斗（C2）竹森彩斗（AD2）
　　　　　盛工　３－１　一戸
　３回戦　刀澤雄斗（C2）竹森彩斗（AD2）
　　　　　盛工　０－３　専大北上

◆柔道部
第71回岩手県高等学校総合体育大会
団体の部　盛工　２―３　大槌
　　　　　盛工　０―５　久慈（予選リーグ敗退）
個人の部　
　60㎏級　若狭　伶治（C3）３回戦敗退
　66㎏級　藤原　照慧（C2）３回戦敗退
100㎏級　文屋　朝陽（E1）２回戦敗退
100㎏超級　白沢　亮太（M2）２回戦敗退
第52回岩手県高等学校１・２年体重別柔道選手権大会
１年個人の部
　60㎏級　野呂　丈爾（EI1）３回戦敗退
 （ベスト16）
100㎏級　藤村　浩一（C1）準決勝敗退（第３位）
２年個人の部
100㎏超級　白沢　亮太（M2）３回戦敗退（ベスト８）
第64回岩手県高等学校新人柔道大会
団体の部
　１回戦　盛工　４―１　一関工

　２回戦　盛工　０―５　宮古
個人の部
100㎏超級　白沢　亮太
 （M2）
 （ベスト８）

◆水泳部
第71回高総合体
４×100m　メドレーリレー
　第12位　千葉・矢川・岩崎・伊藤　4:56:92
４×100　メドレーリレー
　第11位　千葉・眞山・岩崎・吉田　4:45.62
４×200m　フリーリレー
　第11位　岩崎・矢川・伊藤・千葉　9:36.19
200mバタフライ（予選）　第７位　岩崎　純也
200mバタフライ（決勝）　第７位　岩崎　純也
　　　　　　東北大会出場
100mバタフライ（決勝）
　第９位　岩崎　純也
200mバタフライ（決勝）
　第８位　岩崎　純也

◆陸上部
第73回盛岡市内一周継走大会
高校男子の部　第10位（1時間38分49秒）　
１.立花　光星（M3）18分31秒（10位）
２.伊藤　希生（EI3）19分52秒（13位）
３.高橋　　弘（ME2）20分21秒（12位）
４.熊谷　鳳矢（E3）20分19秒（11位）
５.梅澤　英昭（E3） 19分18秒
県高校総体
男子総合の部　第５位　26点
男子フィールドの部　第４位　20点
 （※第６位まで東北大会出場）
ハンマー投 第１位　藤澤　　蒼（ME3）54m02
円盤投 第２位　小笠原　叶（C3）38m65
やり投 第２位　杉浦　世夏（C3）55m01
110mH 第４位　大森　純平（Ch2）15秒19
砲丸投 第４位　押野　聖太（EI2）12m75
400m 第５位　長岡　瑠樹（ME3）50秒42
400mH 第６位　加藤　　蓮（M3）58秒02
三段跳 第６位　高橋　勇騎（AD3）13m43
東北高校陸上
インターハイ東北予選
円盤投 第５位　小笠原　叶（C3）40ｍ94
 インターハイ出場
ハンマー投 第１位　藤澤　　蒼（ME3）53ｍ80
 インターハイ出場
全国高等学校総合体育大会
円盤投
　予選１組 第24位　小笠原　叶（C3）38ｍ77 
ハンマー投
　予選２組 第14位　藤澤　　蒼（ME3）54ｍ26
第24回東北高等学校新人陸上競技大会
110mH 第８位　大森　純平（Ch2）15秒27
砲丸投 第５位　押野　聖太（EI2）13ｍ52
第74回国民体育大会
少年Ａ男子
ハンマー投 第24位　52ｍ99 藤澤　　蒼（ME3）
県高校駅伝
　第14位（2時間30分4秒）
　１.立花　光星（M3）－２.高橋　　弘（ME2）
　３.伊藤　希生（EI2）－４.梅澤　英昭（ME3）
　５.吉田　　翔（AD2）－６.小笠原匠海（C1）
　７.山口　銀河（EI1）

◆野球部
第101回全国高等学校
野球選手権岩手県大会
２回戦　
盛工　６―７　盛岡第一

◆自動車部
2019　World Econo Move
　Beluga ２号　第10位（ジュニア第４位）
　　　　　　　　　　ドライバー山崎　泰雅（C3）
　Beluga １号　第13位（ジュニア第７位）
　　　　　　　　　　ドライバー山陰　晃汰（C3）
2019　World E.V.Challenge in  SUGO
　Beluga ２号　第９位（ジュニア第３位）
　　　　　　　　　　ドライバー四戸　晃太（M1）
　Beluga １号　第12位（ジュニア第５位）
　　　　　　　　　　ドライバー中居　幸駿（M1）

◆電子機械科
（メカトロ研究会）
ロボットチーム
　R１年度　ロボット大会結果
県大会　入賞（12年連続全国大会出場）
全国大会　128チーム中　予選通過
　決勝トーナメント出場　ベスト32

◆軽音楽部
第44回全国高等学校総合文化祭高知大会プレ大会
軽音楽部門（2020こうち総文）
岩手県代表
　バンド名
「すいかの名産地」
　Ba.Vo／大林真（Ch2）
　Gt／笹森悠誠（ME1）
　Dr／吉田在生（AD2）
第42回岩手県高等学校
総合文化祭第19回軽音楽発表会
優良賞
　バンド名「ZeeeeU（じーゆー）」
　Vo／木田　銀次（E2）　Gt／平野　颯大（EI2）　
　Ba.／下真下希望（E2）　Dr.／飛澤耀比斗（E1）
優良賞
　バンド名「bumpkin(バンプキン)」
　Ba.Vo／大林　　真（Ch2）Gt／笹森　悠誠（ME1）
　Dr／吉田　在生（AD2）

◆文学部
全国高校生短歌大会（短歌甲子園2019）
　選手　鎌田　力也（Ch2）、山火　功洋（M2）
　　　　長澤　海飛（M2）
　補欠　猿舘　　駿（M2）
１次リーグ
　　　　盛工　０―３　宮城第一（宮城）
　　　　盛工　１―２　渋谷教育学園渋谷（東京）
　 ２敗で、１次リーグ敗退

◆アマチュア無線部
第30回全国高等学校アマチュア無線コンテスト
奨励賞

◆吹奏楽部
第43回全国高等学校総合文化祭佐賀大会　
パレード部門・マーチング部門
岩手県代表
第43回岩手県マーチング・バトンフェスティバル
優秀賞
第48回マーチングバンド・
バトントワーリング東北大
会フェスティバルの部
クリスタルビート賞

　今回私は、初めてジュニアワールドカップ
派遣選手選考会に出場しました。今シーズン
初めての大会ということもあり不安でしたが、
自己ベスト更新、そしてジュニア部門において
500メートル２位という結果を残すことができ
ました。今年の夏は、ショートトラックや技術
系を中心に徹底的に姿勢を低くすることを意
識し取り組んできました。そして、筋力トレー
ニングなども行うことで、より蹴る力が強くな
りタイムを縮めることに繋がったと思います。

　この結果に満足せず、ジュニアワールドカッ
プではさらに自己ベストを更新し、次に繋げ
たいと思います。また日本を代表するトップ
選手の取り組む姿勢、日常の行動などを身近
で見ることで、自分自身も日本を代表してい
るということを常に意識して行動していかな
ければならないと強く感じました。
　最後に学校や同窓会、支えてくださる皆様
への感謝の気持ちを忘れずベストを尽くして
きます。今後とも応援よろしくお願いします。

世界大会に出場するにあたって 世界大会に出場するにあたって �� 電子情報科２年　吉田　雪乃

第26回全日本スピードスケート距離別選手権大会ジュニア派遣選手選考部門
•女子500ｍ　第１位　吉田　雪乃（EI2）40”43　•女子1000ｍ　第２位　吉田　雪乃（EI2）1’22”26
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◆登山部
高総体第60回登山競技
　第３位　96.5点
　吉田（AD3）、菊池（M3）、土室（M3）、三上（M3）

◆ウェイトリフティング部
岩手県高等学校総合体育大会
女子
　76㎏級　第１位　升屋　　陽（C3）

+76㎏級　第１位　吉田　琴乃（Ch3）
男子　学校対抗　第１位
　55㎏級　第１位　佐々木　厳（AD3）
　55㎏級　第２位　浦田　颯大（C1）
　61㎏級　第１位　齊藤　燈乃（Ch2）
　67㎏級　第１位　田向　生弥（Ch3）
　96㎏級　第１位　工藤　颯太（C2）
+102㎏級　第１位　福浦　大翔（C2）
　　　　　第３位　荒屋敷泰基（E2）
第38回東北高等学校選手権大会
女子
　76㎏級　第３位　升屋　　陽（C3）

+76㎏級　第１位　吉田　琴乃（Ch3）
男子　学校対抗　第２位
　55㎏級　第４位　佐々木　厳（AD3）
　61㎏級　第５位　齊藤　燈乃（Ch2）
　67㎏級　第７位　田向　生弥（Ch3）
　96㎏級　第１位　工藤　颯太（C2）
+102㎏級　第１位　福浦　大翔（C2）
　　　　　第４位　荒屋敷泰基（E2）
第21回全国高等学校女子選手権大会
　71㎏級　第16位　升屋　　陽（C3）

+76㎏級　第４位　吉田　琴乃（Ch3）
令和元年度全国高等学校総合体育大会
　61㎏級　第33位　齊藤　燈乃（Ch2）
　67㎏級　第31位　田向　生弥（Ch3）
　96㎏級　第７位　工藤　颯太（C2）　
スナッチ８位、Ｃ＆ジャーク５位
+102㎏級　第10位　福浦　大翔（C2）
+102㎏級　第20位　荒屋敷泰基（E2）

◆レスリング部
第71回岩手県高等学校総合体育大会レスリング競技
学校対抗戦リーグ戦
　１回戦　盛工　５―２　宮古商業

　２回戦　盛工　４―３　種市
　第１位（２年振り17回目の優勝）
個人対抗戦
　第１位　55kg級　伊藤　魁星（Ch3）
　第１位　65kg級　村上　史拓（M2）
　第２位　60kg級　竹花　賢斗（M2）
　第２位　65kg級　中居　渓哉（C2）
　第２位　71kg級　渡邊　大雅（ME2）
　第３位　51kg級　藤原　拓磨（C3）
　第３位　55kg級　門間　哲大（Ch2）
　第３位　71kg級　大場　將聖（ME2）
　第３位　71kg級　木地谷心羽（EI1）
　第３位　80kg級　大和田　龍（C2）
　第３位　80kg級　千田　淳貴（C1）
　第３位　92kg級　細田　大空（C2）　　
第65回東北高等学校レスリング選手権大会
学校対抗戦
　２回戦　盛工　４―３　米沢工業（山形県）
　準決勝　盛工　１―６　八戸工業大第一（青森県）
　第３位
個人対抗戦
　第３位　55㎏級　伊藤　魁星（Ch3）

◆ソフトテニス部
第71回岩手県総合体育大会ソフトテニス競技
個人戦
　準優勝　佐藤健太朗（E3）・及川　嵩史（E2）
　第３位　梶谷　祥冴（E2）・吉田　遼太（E3） 
　2019南部九州インターハイ・R1東北選手権大会出場
団体戦　
　２回戦　盛工　３―０　北上翔南高
　３回戦　盛工　２―０　宮古高
準々決勝　盛工　２―０　久慈高
　準決勝　盛工　２―１　黒沢尻工高
　決　勝　盛工　０―２　黒沢尻北高
　準優勝　Ｒ１東北選手権大会出場
第62回東北高等学校ソフトテニス選手権大会
個人戦　佐藤健太朗（E3）・及川　嵩史（E2）
　１回戦　盛工　４―１　秋田県大曲工高
　２回戦　盛工　４―３　福島県田村高
　３回戦　盛工　３―４　宮城県東北高
　ベスト16
　梶谷　祥冴（E2）・吉田　遼太（E3）
　１回戦　盛工　４―１　八戸工大第一高
　２回戦　盛工　１―４　宮城県東北高
団体戦予選リーグ
　１回戦　盛工　２―１　福島県田村高
　２回戦　盛工　０―３　山形県羽黒高
　３回戦　盛工　３―０　宮城県東北生文大高
　予選リーグ　第２位（ベスト８）

◆テニス部
第71回岩手県高等学校総合体育大会テニス競技
団体戦
　１回戦　盛工　１―２　盛岡第三
個人戦　男子シングルス　
　村松　磨央（C3） ２回戦出場
　岩淵　大毅（C3）、安本　圭
　　　　　　　　　　本戦出場
個人戦　男子ダブルス　
　村松（C3）・安本（AD3）ベスト16
　最優秀審判賞　岩淵　大毅（C3）
　優秀審判賞　　下久保　実（AD3）　

◆アーチェリー部
令和元年度第71回岩手県高等学校総合体育大会
アーチェリー競技
男子団体　第１位
　 吉田（E3）、角掛（AD3）、川村（E3）、五十嵐（E2）
男子個人　第１位　川村　征輝（ME3）
　　　　　第２位　吉田　千弘（E3）
　　　　　第４位　角掛　一樹（AD3）
　　　　　第６位　川村　遼平（E3）
令和元年度第37回東北高等学校アーチェリー選手
権大会
男子団体　予選　第１位通過、決勝　ベスト8
　川村（E3）、五十嵐（E2）、吉田（E3）、角掛（AD3）
男子個人　決勝　第４位
　川村　遼平（E3）予選　20位通過
　第６位　五十嵐蓮尚（E2）予選　10位通過
　吉田　千弘（E3）予選　１位通過　ベスト16
　角掛　一樹（AD3）予選　17位通過　ベスト32
第46回東北総合体育大会アーチェリー競技
少年男子
団体　第２位　本国体出場権獲得
　川村（E3）、吉田（E3）、角掛（AD3）
個人　第３位　吉田　千弘（E3）
　　　第５位　川村　遼平（E3）
　　　第７位　角掛　一樹（AD3）
第74回国民体育大会アーチェリー競技
少年男子
団体　第９位　川村（E3）、吉田（E3）、角掛（AD3）
個人　第21位　川村　遼平（E3）
　　　第23位　吉田　千弘（E3）
　　　第33位　角掛　一樹（AD3）
第34回東北高等学校アーチェリー
選抜大会
男子団体　予選　第１位
　　　　　決勝　第２位
個人　第１位　五十嵐蓮尚（E2）
（予選２位）

主な部活動結果
平成30年度後期～令和元年度前期

　本校ウエイトリフティング部の部員
数は年々減少傾向にあり、今年度は男
女合わせて11名の少数精鋭で、全国大
会では男女合わせて３名入賞すること
ができました。
　７月20日・21日に長野県松本市で開
催された全国高校女子選手権大会には
２名出場しました。全国高校選抜大会
で４位に入賞した76㎏超級の吉田琴乃
（工業化学科３年）は、自己ベスト記
録のトータル185㎏は３位を狙える記
録でしたが、スナッチ79㎏、Ｃ＆ジャー
ク97㎏、トータル176㎏で４位に終わ
り、残念ながらメダルを逃しました。

　７月31日から８月３日まで沖縄県糸
満市で開催された南九州インターハイ
には５名出場しました。96㎏級の工藤
颯太（土木科２年）は、出発直前の練
習で首を痛めたため出場が危ぶまれま
したが、現地入りしてからの調整期間
で回復し、苦手のスナッチで３回の試
技を全て成功させ、自己ベストタイ
記録103㎏で８位に入賞して波に乗り、
得意のＣ＆ジャークでも３試技全て成
功させて自己新記録132㎏で５位、トー
タル235㎏で７位に入賞しました。
　10月２日から６日まで茨城県高萩市
で開催された第74回国民体育大会には
２名出場しました。96㎏級の工藤颯太
は、インターハイでは別階級で上位入
賞した選手が３名加わり、入賞は厳し
いと思われましたが、Ｃ＆ジャーク競
技では３試技全て成功させて自己新記
録142㎏で５位、トータル248㎏で６位
に入賞しました。102㎏超級の福浦大
翔（土木科２年）は、インターハイで

は８位の選手に３㎏及ばず入賞するこ
とができませんでしたが、スナッチが
110㎏、Ｃ＆ジャークが138㎏でともに
８位、トータル248㎏で６位に入賞し
ました。
　この二人はまだ２年生ですので、来
年度は表彰台の期待が高まりますが、
ウエイトリフティング競技でも小・中
学生から競技を始める選手が増え、高
校入学から競技を始めた選手はメダル
を獲ることが難しくなってきていま
す。しかし、盛岡工業高校の恵まれた
環境の中で、日頃から競い合いながら
練習に励んでいけば、岩手県高校生最
高記録トータル280㎏（本校職員・吉
田大地・平成21年度土木科卒）を超え、
二人揃ってメダルを獲ってくれると信
じております。
　終わりに、日頃より同窓会・体育後
援会の皆様より格別のご支援を賜り、
厚く御礼申し上げ、全国大会の報告と
させていただきます。

全国大会を終えて ウエイトリフティング部
　顧問　今井　達浩

ウェイトリフティング

全国高校総体インターハイ7位入賞
工藤　颯太（C2）
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今
後
も
指
導
を
継
続
し
、
さ
ら
に
取
得
者
数
の

増
加
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
進
路
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
昨
年
度

は
就
職
者
25
名
で
そ
の
う
ち
県
内
就
職
が
15

名
、
進
学
者
13
名
で
し
た
。
就
職
は
こ
こ
数
年

求
人
状
況
が
上
向
い
て
来
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
さ
ら
に
県
内
に
残
る
卒
業
生
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
進
学
で
は
、
一
関

高
専
編
入
や
４
年
制
大
学
産
業
技
術
短
期
大
学

校
へ
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
年
々
増
え
て
お

り
、
勉
学
に
対
す
る
意
識
も
向
上
し
て
い
る
こ

と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
電

子
機
械
科
で
す
が
、
昨
今
の
高
校
再
編
に
よ
り

募
集
停
止
の
候
補
と
な
る
憂
き
目
に
遭
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
窓
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め

と
し
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
親
し
み
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
工
業
高
校
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た

だ
い
た
お
陰
様
で
来
年
度
も
生
徒
募
集
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
多
く
の
皆
様

の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
校
1
2
0
年
の
歴
史
が

あ
る
盛
工
と
、
産
業
界
に
貢
献
で
き
る
人
財
育

成
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

今
後
と
も
同
窓
生
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面
の

方
々
よ
り
ご
指
導
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

だ
よ
り�

 

電
子
機
械
科

　

電
子
機
械
科
は
、
平
成
元
年
４
月
に
新
設
さ

れ
た
学
科
で
、
平
成
と
共
に
三
十
一
年
の
歳
月

を
歩
み
続
け
、
既
に
1
，0
5
9
名
の
卒
業
生

を
世
に
送
り
出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

30
年
の
間
に
高
校
教
員
を
11
名
も
（
工
業
の
教

員
９
名
、
体
育
の
教
員
２
名
）
輩
出
す
る
な
ど
、

教
育
界
を
始
め
様
々
な
分
野
で
の
電
子
機
械
科

卒
業
生
の
活
躍
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
生
徒

数
は
１
年
生
36
名
（
女
子
１
名
）、２
年
生
40
名
、

３
年
生
39
名
（
女
子
１
名
）
で
合
計
1
1
5
名

の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
こ
こ
数
年
、
女
子

生
徒
の
入
学
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

電
子
機
械
科
の
学
習
内
容
は
、
自
ら
製
作
し

た
機
械
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
動
か
す
、
自
動
制

御
の
分
野
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
機
械
か
ら

電
気
・
電
子
・
情
報
の
分
野
を
広
範
囲
に
学

ぶ
、
こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
学
科
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
資
格
取
得
に
お
い
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
っ
て
お
り
、
技
能
検
定
試
験
の
機
械
系
学

科
で
受
験
が
可
能
な
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作

業
）
や
機
械
検
査
（
機
械
検
査
作
業
）、
電
気

電
子
学
科
で
受
験
が
可
能
な
電
子
機
器
組
立

て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
や
電
気
機
器
組

立
て
（
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
作
業
）
の
両
方
が
受

験
で
き
る
な
ど
、
他
学
科
で
は
ま
ね
が
で
き
な

い
ほ
ど
広
範
囲
で
の
受
験
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
活
か
し
資
格
取
得
に
は
大
変
力

を
入
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
検
定
に
お
い
て

80
〜
1
0
0
％
の
合
格
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
時
制
の
近
況 �

 　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
定
時
制
教

育
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
学
校
再
編
計
画
に
関
わ
り
、
昨
年
度

は
同
窓
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
そ
し

て
保
護
者
の
皆
様
よ
り
、
盛
工
定
時
制
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
募
集
停
止
延
期
と
な

り
、
今
年
度
八
名
の
入
学
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
実
績
を

買
わ
れ
、
令
和
二
年
度
入
試
に
お
い
て
も
、
入
学
生

の
募
集
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

定
時
制
は
現
在
、
一
年
生
七
名
、
二
年
生
八
名
、

三
年
生
六
名
の
計
二
十
一
名
が
在
籍
、
日
々
の
学
習

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

高
総
体
に
は
、
陸
上
競
技
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

卓
球
部
の
三
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
特
に
も
陸
上
競

技
部
に
つ
い
て
は
、
出
場
全
選
手
の
活
躍
で
学
校

対
抗
の
部
で
三
連
覇
を
果

た
し
、
三
年
の
赤
羽
優
馬
、

二
年
の
東
根
勇
哉
が
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、

東
京
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
、
残
念
な
が
ら
予
選
を
通
過
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
自
己
ベ
ス
ト
を
出
す
な
ど
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
全
力
を
出
し
切
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

電
子
機
械
科
長

佐
々
木　

和
広

た
。
各
種
大
会
出
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
・

体
育
後
援
会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

資
格
取
得
で
は
、
第
二
種
電
気
工
事
士
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
三
年
生
四
名
全
員
が
合
格
し
て
お
り
ま

す
。
二
年
生
、
一
年
生
も
各
種
資
格
取
得
に
向
け
、

精
一
杯
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

九
月
に
奥
州
市
文
化
会
館
Ｚ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

第
六
十
九
回
岩
手
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
大
会
で
は
、
三
年
生
の
佐
藤
翔
太
が

「
定
時
制
工
業
科
で
見
つ
け
た
道
」
と
題
し
、
数
度

の
挫
折
か
ら
自
己
の
趣
味
を
見
つ
け
、
将
来
の
目
標

が
定
ま
り
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
る

こ
と
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

十
月
に
は
、
校
外
学
習
で
美
和
ロ
ッ
ク（
株
）を
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
カ
ギ
と
錠
前
を
軸
と
し
た
ト
ー
タ

ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
で
、
製
品
を
通
し
、
安

心
で
快
適
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を

学
び
、
製
造
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
働
く
こ
と
の
意

義
ま
で
学
べ
、
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
月
中
旬
か
ら
十
一
月
初
旬
に
か
け
本
校
定
時
制

教
育
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年

度
に
続
き
、
盛
岡
〜
花
巻
間
の
三
十
五
校
へ
中
学
校

訪
問
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

定
時
制
の
進
路
状
況
は
、昨
年
度
は
一
名
が
進
学
、

二
名
が
管
内
、
一
名
が
未
定
で
し
た
。
今
年
度
は
三

修
制
の
三
名
が
卒
業
予
定
で
あ
り
、
現
在
、
就
職
希

望
の
二
名
が
関
東
方
面
の
企
業
に
内
定
、
も
う
一
名

に
つ
い
て
は
進
学
希
望
で
あ
り
合
格
に
向
け
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
定
時
制
で
は
、
勤
労
と
学
習
の
調
和
を
図

り
、
生
き
生
き
と
学
校
生

活
を
過
ご
す
中
で
、
豊
か

な
人
間
性
の
育
成
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
定
時
制
へ

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

定
時
制
副
校
長

小
田
中　

達
夫 り

よ
だ

定
時
制
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平成30年度　各科進路先一覧 （企業名及び校種別の学校名は五十音順）

＜機　械　科＞
【�管内就職】	岩手日産自動車㈱、岩手
ノーミ㈱、岩手日野自動車㈱、エクナ
㈱、協積産業㈱、北日本機械㈱、ジェー
ムス盛岡南店（㈱ジェームス岩手）、
㈱セキノ興産、㈱ミクニ盛岡事業所

【�県内就職】	㈱アイオー精密（２名）、
㈲佐々木石材店

【�県外就職】	桂城建設㈱、㈱ＪＰハ
イテック、ＪＸＴＧエネルギー㈱鹿
島製油所、ＪＲ東日本テクノロジー
㈱（２名）、住友重機械工業㈱田無製
造所、トヨタ自動車東日本㈱（２名）、
㈱東京エネシス、東北発電工業㈱、
パナソニック産機システムズ㈱、㈱
日立産機システム本社、日野自動車
㈱、ユニオン建設㈱、㈱リベラル

【�公 務 員】	自衛隊（一般曹候補生）
【�大　　学】	岩手大学、東京電機大学、
八戸工業大学

【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期
大学校矢巾校、岩手県立農業大学校

【�高 技 専】	岩手県立二戸高等技術
専門校（４名）

【�専門学校】	上野法律ビジネス専門
学校、トヨタ東京自動車大学校

＜電子機械科＞
【�管内就職】	㈱イシイ　ハッチャリ
－部、エヌケー紫波㈱、㈱カガヤ、
㈱小林精機（２名）、㈱寿広、ニチ
コン岩手㈱、㈱双葉設備アンドサー
ビス、㈱ミクニ盛岡事業所、山口北
州印刷㈱、㈱やまびこ盛岡事業所

【�県内就職】	㈱ジャパンセミコンダ
クター、東芝メモリ岩手㈱（２名）、
みちのく自動販売機サービス㈱

【�県外就職】	アイダエンジニアリン
グ㈱、㈱ＮＴＴ東日本－東北、エー
シーテクノサンヨー㈱、シチズンマ
シナリー㈱、東芝エレベーター㈱東
京支社、東北自然エネルギー㈱、ハ
イウエイ・トール・システム㈱、㈱
日立ビルシステムエンジニアリン
グ、日立建機日本㈱、横河電子機器
㈱秦野事業所

【�大　　学】	千葉工業大学、東北学
院大学、東北工業大学、日本工業大学、
八戸工業大学

【�大 学 校】岩手県立産業技術短期
大学校矢巾校

【�高 技 専】	一関工業高等専門学校、
岩手県立黒沢尻工業高等学校専攻科

【�専門学校】	専門学校盛岡カレッジオ
ブビジネス、総合学園ヒューマンアカ
デミー仙台校、盛岡医療福祉専門学
校、盛岡情報ビジネス専門学校（２名）

＜電　気　科＞
【�管内就職】	一般財団法人岩手教育
会館、㈱興和電設（２名）、山王海
土地改良区、新興電気㈱（２名）、
地熱エンジニアリング㈱、㈱東京Ｂ
Ｋ足場盛岡サービスセンター、ブリ

ヂストン工業用品岩手販売㈱、盛岡
いすゞモーター㈱

【�県内就職】	東芝メモリ岩手㈱（２
名）、日興電気㈱

【�県外就職】	㈱ＮＴＴ東日本－南関
東、㈱関電工（２名）、カメイ㈱、㈱
きんでん、㈱サンデー、ＪＲ東日本
メカトロニクス㈱、㈱ＪＰハイテッ
ク、新日鐵住金㈱君津製鐵所、仙台
電気工事㈱、㈱聡建、東北電力㈱、
東芝エレベーター㈱東京支社（２名）、
一般財団法人東北電気保安協会、日
本貨物鉄道㈱東北支社、東日本旅客
鉄道㈱、東日本電気エンジニアリン
グ㈱、ＵＤトラックス㈱、㈱ユアテッ
ク（２名）、㈱冷凍技術工業所

【�公 務 員】	自衛隊（一般曹候補生）
【�大　　学】	東京電機大学
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期大
学校水沢校、東北職業能力開発大学校

【�専門学校】	盛岡公務員法律専門学校

＜電子情報科＞
【�管内就職】	アートテックス㈱、エ
クナ㈱、盛岡電話工事㈱

【�県内就職】	ＴＤＫ秋田㈱北上工場、
東京エレクトロンテクノロジーソ
リューションズ㈱

【�県外就職】	㈱第一ビルメンテナン
ス、東北電力㈱、文化シヤッターサー
ビス㈱

【�公 務 員】	岩手県職員、自衛隊（一
般曹候補生）（２名）

【�大　　学】	岩手県立大学（２名）、
東北学院大学、東北工業大学（２名）、
東北福祉大学、盛岡大学、山梨学院
大学、早稲田大学

【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期
大学校水沢校（２名）、岩手県立産
業技術短期大学校矢巾校（３名）

【�専門学校】	大阪情報コンピュータ
専門学校、専門学校盛岡カレッジオ
ブビジネス、東北電子専門学校、盛
岡情報ビジネス専門学校（７名）、
盛岡ヘアメイク専門学校（２名）、
横浜ファッションデザイン専門学校

＜土　木　科＞
【�管内就職】	㈲アース、岩手県土地
改良事業団体連合会（水土里ネット
いわて）、開成建設㈱、岩手ニチレ
キ㈱盛岡営業所、協積産業㈱、三陸
土建㈱、昭栄建設㈱、㈱タカヤ、㈱
高光建設、テクノス㈱、樋下建設㈱、
㈱都南建設、中亀建設㈱、㈲平和圧
送、㈱水清建設、㈱恵工業、㈱山崎
組、菱和建設㈱

【�県内就職】	新日本工営㈱
【�県外就職】	国土開発工業㈱、㈱佐
藤渡辺、真栄測量㈱、成和リニュー
アルワークス㈱、仙建工業㈱、大豊
建設㈱、㈱竹中道路、東急軌道工業㈱、
東京技工㈱、東鉄工業㈱、東日本旅
客鉄道㈱、丸磯建設㈱、㈱丸建興業、
山崎建設㈱東北支店、吉澤建設㈱

【�公 務 員】	自衛隊（一般曹候補生）
【�大　　学】	朝日大学、東洋大学
【�専門学校】	岩手リハビリテーショ
ン学院、東京モード学園、盛岡ヘア
メイク専門学校

＜工業化学科＞
【�管内就職】	㈱アンクス、相光電気
㈱、岩手農協チキンフーズ㈱八幡平
工場、㈱いわちく、㈱Ａコープ北東
北、三機商事㈱、㈱寿広、㈱東亜電
化（２名）、㈲中塚ホーム、㈲平和
圧送、マルハ産業㈱盛岡営業所、㈱
ミクニ盛岡事業所、盛岡ガス燃料㈱

【�県内就職】	イーエヌ大塚製薬㈱花
巻工場（２名）、東北ユーロイド工
業㈱、東芝メモリ岩手㈱

【�県外就職】昭和電工㈱川崎事業所、
住友化学㈱千葉工場、積水武蔵化工
㈱、龍田化学㈱古河工場、㈱トッパ
ンコミュニケーションプロダクツ、
東邦化学工業㈱千葉工場、東亜道路
工業㈱、日油㈱川崎事業所、日本合
成アルコール㈱、富士石油㈱袖ケ浦
製油所、丸善石油化学㈱千葉工場、
武蔵塗料ホールディングス㈱

【�大　　学】	流通経済大学
【�専門学校】	盛岡医療福祉専門学校、
盛岡公務員法律専門学校（２名）、
盛岡情報ビジネス専門学校（２名）

＜建築・デザイン科＞
【�管内就職】㈱イーステップ、㈱遠忠、
㈱小田島工務店、㈱カガヤ（２名）、
㈱熊谷工務店、昭栄建設㈱、㈱シリ
ウス（シュガーホーム）、㈲曽我工務店、
㈲三井板金工業所、㈱東京ＢＫ足場
盛岡サービスセンター、菱和建設㈱

【県内就職】	㈱平野組
【�県外就職】	㈱安藤・間、㈱青木工
務店、㈱片山組、鹿島道路㈱、住協
建設㈱、積和建設東北㈱、大豊建設
㈱、㈱東栄住宅、中村表装㈱、㈱ラッ
クランド（２名）

【�公 務 員】	自衛隊（一般曹候補生）
【�大　　学】	福井大学、東北工業大
学（２名）、東北学院大学、日本工
業大学（２名）

【�短期大学】	岩手県立大学盛岡短期
大学部

【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期
大学校水沢校、岩手県立産業技術短
期大学校矢巾校（３名）、東北職業
能力開発大学校

【�専門学校】	いわて公務員・医療・
ビジネス専門学校、仙台工科専門学
校、ファッション文化専門学校ＤＯ
ＲＥＭＥ

＜定　時　制＞
【�県内就職】	㈲オザワ工業
【�大 学 校】	岩手県立産業技術短期
大学校矢巾校
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科
・
支
部
報
告

　

令
和
元
年
９
月
７
日
（
土
）
に
機
友
会
の
総
会
が
、

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
ご

来
賓
を
お
迎
え
し
、
会
員
を
合
わ
せ
50
名
の
皆
様
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
講
師
に
岩
手
大
学
教
授
の
浅
沼
道
成

氏
を
お
迎
え
し「
岩
手
の
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
同
窓
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
体
育
後
援
会
副
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
と
な
り
ま

し
た
。
余
興
で
は
、
吉
田
光
夫
氏
と
星
川
鈴
さ
ん
の

華
麗
な
る
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
星
川
さ

ん
は
、
機
械
科
で
は
数
少
な
い
女
性
の
卒
業
生
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
な
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
そ
の

後
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
景
品
を
も
ら
い
大
喜
び
す
る
方
、
リ
ー
チ
が
か

か
っ
て
も
当
た
ら
な
い
方
、
な
ど
な
ど
。
懇
親
会
も

終
盤
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
今
年
７
月
に
行
わ
れ
た

参
議
院
選
挙
で
初
当
選
し
た
横
澤
高
徳
議
員
が
到
着

し
、皆
さ
ん
か
ら
盛
ん
に
祝
福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

横
澤
さ
ん
は
機
友
会
の
総
会
に
は
毎
年
参
加
し
て
お

り
、
盛
工
始
ま
っ
て
以
来
の
国
会
議
員
誕
生
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
、
機
械
科
賛
歌

を
歌
い
、
盛
工
健
児
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
い
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

【
次
回
総
会
】

日
時　

令
和
２
年
９
月
５
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら

場
所　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

　
　
　

ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ

 

会
長　

竹
田
浩
久
（
四
八
年
卒
）

第
四
十
四
回
機
友
会
総
会
報
告

�
事
務
局　

小
笠
原
富
雄
（
49
年
卒
）

機　

友　

会

機　

友　

会

　

平
成
30
年
度
の
総
会
は
、
平
成
30
年
11
月
18
日

（
日
）
例
年
通
り
「
土
木
の
日
」
に
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
、
土
木
科
の
先
生
方
を
始
め
、
多
数
の

ご
来
賓
と
会
員
を
合
わ
せ
て
57
名
が
出
席
し
、
記
念

講
演
、
総
会
、
懇
親
会
の
順
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
擬
宝
珠
会
総
会
報
告

�

事
務
局　

小
山
田
正
敏
（
42
年
卒
）

擬
宝
珠
会

擬
宝
珠
会

第
四
十
三
回
桜
化
会
総
会
報
告

�

事
務
局　

下
田
利
秋
（
42
年
卒
）

桜　

化　

会

桜　

化　

会

　

令
和
元
年
度
第
43
回
桜
化
会
総
会
及
び
懇
親
会

は
、
８
月
24
日
（
土
）
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
決
算
報
告
と
桜
化
会

会
則
改
訂
及
び
役
員
改
選
案
を
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
母
校
応

援
団
の
力
を
借
り
て
、
ス
ケ
ー
ト
部
の
激
励
会
を
行

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
全
国
大
会
に
て
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
１
位
、
２
位
そ
し
て
、
総
合
で
も
上
位
入
賞
と

輝
か
し
い
結
果
を
出
し
て
い
る
母
校
自
動
車
部
を
お

迎
え
し
て
活
動
報
告
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
三
十
八
回
桐
友
会
総
会
報
告

�

事
務
局　

鷺　

孝
雄
（
41
年
卒
）

桐　

友　

会

桐　

友　

会

　

今
年
も
例
年
通
り
３
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
通
組
合
の
会
館
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
リ
リ
オ
）
の
３
階
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
例
年

よ
り
多
少
多
い
60
名
の
参
加
者
を
い
た
だ
き
盛
況
で

し
た
。

　

前
日
の
卒
業
式
を
終
え
ら
れ
た
母
校
の
阿
部
校
長

先
生
、
吉
田
同
窓
会
長
、
白
根
体
育
後
援
会
長
、
体

育
後
援
会
の
角
先
生
、
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
の
石
井

先
生
、
堺
田
先
生
ま
た
各
科
の
同
窓
会
の
会
長
さ
ん

た
ち
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は
母
校
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
の
お

話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
卒
業
生
と
し
ま
し
て
は
今
後

共
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

懇
親
会
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
懐
か
し
い
応
援

歌
や
科
歌
の
合
唱
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
定
も
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
各
ク
ラ
ス
の
幹
事
の
方
か
ら
連
絡
が
行
か
な
い

と
い
う
声
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
直
接
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 
会
長　

鷹
羽
金
司

　

 
（
四
七
年
卒
）

第
五
十
二
回
二
日
会
総
会
報
告

�

事
務
局　

中
村
孝
幸
（
51
年
卒
）

二　

日　

会

二　

日　

会

　

令
和
最
初
の
桐
友
会
総
会
は
８
月
11
日
、
い
つ
も

通
り
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
に
来

賓
と
し
て
吉
田
昭
夫
会
長
、
白
根
敬
介
体
育
後
援
会

長
、
機
友
会
、
擬
宝
珠
会
、
桜
化
会
、
二
日
会
の
代

表
の
方
々
と
母
校
か
ら
南
舘
秀
昭
校
長
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
減
少
す
る
会
員
に
比
例

し
参
加
人
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
維
持
存
続
し
て
い
く
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
参
加
し
た
会
員
の
「
年
１
回
元
気
な
同
窓

生
の
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
だ
」
の
声
を
聴
く
と
ま

だ
続
け
な
く
て
は
、
と
思
い
ま
す
。
恒
例
と
な
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
上
原
先
輩
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
に

よ
る
物
故
者
黙
祷
に
始
ま
り
学
年
を
超
え
た
交
流
が

淀
む
事
な
く
続
き
暫
し
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
程

で
し
た
。
15
回
生
を
最
後
に
後
輩
の
い
な
い
桐
友
会

は
、
来
春
を
目
途
に
学
年
幹
事
会
を
開
き
今
後
の
方

向
を
話
し
合
う
予
定
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
来
年
は

左
記
の
通
り
39
回
総
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
く
の

会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
講
演
は
、
盛
工
創
立
１
２
０
周
年
に
合
わ
せ

て
、「
１
２
０
年
の
時と

き代
〜
母
校
盛
工
の
今
〜
」
の

テ
ー
マ
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
土
木
科
３
年
生
の
佐

藤
真
咲
さ
ん
と
古
舘
小
梅
さ
ん
に
発
表
し
て
い
た
だ

き
、
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
母
校
の
歴
史
を
、
当
時

の
写
真
等
を
交
え
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

母
校
そ
し
て
土
木
科
の
様
子
、
生
徒
た
ち
の
活
躍
ぶ

り
も
伝
え
て
も
ら
い
、
胸
が
熱
く
な
る
素
晴
ら
し
い

発
表
で
し
た
。

　

総
会
は
、
物
故
者
に
黙
祷
の
後
、
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
て
か
ら
行
わ
れ
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、

平
成
30
・
31
年
度
役
員
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
校
長
の
阿
部
徹
先
生
と
、
土
木
科
長
の

菊
池
平
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
祝
宴
と
な

り
ま
し
た
。

　

世
代
を
越
え
て
の
懇
親
・
交
流
が
深
め
ら
れ
る
う

ち
に
、
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
、
母
校
と

創
設
95
年
目
の
土
木
科
の
益
々
の
発
展
と
飛
躍
、
出

席
者
一
同
の
健
勝
と
活
躍
を
祈
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
２
月
20
日
に
、
擬
宝
珠
会
会
報
第
18
号

を
発
行
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
土
木
科
が
、
新
し
い

歴
史
を
刻
み
な
が
ら
力
強
く
歩
み
続
け
る
こ
と
、
擬

宝
珠
会
総
会
に
多
数
出
席

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念

し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

会
長

 

吉
田
昭
夫（
二
七
年
卒
）

　

令
和
元
年
度
総
会
は
令

和
元
年
11
月
18
日
に
、ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

本
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
総
会
は
令

和
２
年
11
月
18
日
に
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

部
品
一
つ
一
つ
手
作
り
で
の
製
作
過
程
、
レ
ー
ス

の
模
様
に
参
加
者
は
、
凄
い
素
晴
ら
し
い
と
感
心
し

き
り
で
し
た
。
自
動
車
部
の
皆
さ
ん
の
益
々
の
活
躍

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

懇
親
会
に
は
、
母
校
か
ら
南
舘
秀
昭
校
長
先
生
と

工
業
化
学
科
長
の
横
向
利
昌
先
生
、
そ
し
て
同
窓
会

か
ら
、
吉
田
昭
夫
同
窓
会
長
、
白
根
敬
介
体
育
後
援

会
長
、
宮
川
寿
機
友
会
副
会
長
、
川
村
博
昭
桐
友
会

長
、
竹
田
正
男
擬
宝
珠
会
副
会
長
、
佐
々
木
勇
Ｅ
友

会
監
事
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
は
、
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
前

日
と
忙
し
い
中
、
ご
参
加
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

工
業
化
学
科
の
卒
業
生
の
皆
様
ぜ
ひ
一
度
、
同
級

生
の
方
を
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
桜
化
会
総
会
に

参
加
し
て
、
近
況
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
次
回
総
会
】

日
時　

来
年
８
月
22
日
（
土
）

　
　
　

午
後
６
時
か
ら

会
場　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

会
長

 

金
谷
栄
治（
二
八
年
卒
）

【次回開催】
日時　令和２年３月２日（月）
　　　午後６時00分から
会場　コミュニケーションギャラリーリリオ
　　事務局連絡先　和見設計舎内
　　　　　　　　019‐647‐1651
　　naka3214@kyi.biglobe.ne.jp



　(11)　令和元年12月1日 　第　69　号　

　

市
役
所
支
部
は
、
会
員
55
名
の
近
況
報
告
と
支
部

活
動
の
確
認
と
し
て
、
毎
年
定
期
総
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
２
月
15
日
、
三
寿
司
菜
園
総
本

店
に
て
開
催
し
、
会
務
報
告
と
収
支
決
算
報
告
並
び

に
次
年
度
予
算
な
ど
恒
例
の
議
案
承
認
と
学
校
創
立

1
2
0
周
年
記
念
事
業
協
賛
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
母
校
か
ら
西
崇
副
校
長
と

吉
田
昭
夫
同
窓
会
長
、
白
根
敬
介
体
育
後
援
会
長
の

御
出
席
を
賜
り
、
母
校
の
近
況
や
盛
工
生
の
活
躍
を

御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、
併
せ
て
、
多
大
な
る
御

厚
志
を
頂
戴
し
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
御
来
賓
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

特
に
も
部
活
動
の
近
況
報
告
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
部
の
熊
谷
萌
選
手
が
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
県
勢
女
子
初
の
優
勝
を
果
た

し
た
ほ
か
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
レ
ス
リ
ン

グ
な
ど
全
部
活
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
朗
報

に
、
皆
、
微
笑
ま
し
く
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
引
続
き
、
盛
工
生
が
各
分
野
で
活
躍
で
き
ま

す
よ
う
、
同
窓
会
の
各
種
事
業
等
を
通
し
て
、
当
支

部
の
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
し
て
、
今
後
益
々
の
盛
工
健
児
の
活
躍
を

御
祈
念
申
し
上
げ
、
支
部
活
動
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

支
部
長　

佐
々
木
光
彦
（
建
築
五
三
年
卒
）

�

事
務
局　

小
笠
原
雅
彦
（
土
木
59
年
卒
）

�

中
村
功
知
（
工
業
化
学
Ｈ
16
年
卒
）

�
副
支
部
長　

阿
部　

明
（
機
械
38
年
卒
）

�

支
部
長　

山
崎
重
人
（
普
通
41
年
卒
）

　

令
和
元
年
も
岩
手
県
人
連
合
会
の
活
動
に
参
加
。

２
月
の
新
春
懇
親
会
、
５
月
の
日
赤
献
血
呼
び
か
け

活
動
、
６
月
の
岩
手
県
人
の
集
い
に
出
席
。
９
月
に

は
同
会
主
催
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
釜
石
復
興
支
援
ツ

ア
ー
に
会
員
有
志
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
で
結
成
し
て
い
る
東
京
盛
岡
ふ
る
さ
と
会

に
は
設
立
当
初
か
ら
役
員
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
昨

年
か
ら
当
支
部
・
副
支
部
長
の
笹
田
学
氏
（
機
械
・

昭
47
卒
）
が
こ
の
会
の
会
長
に
就
任
し
て
お
り
、
10

月
の
総
会
に
支
部
会
員
有
志
で
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
隅
田
川
花
火
大
会
の
鑑
賞
会
や
同

窓
の
演
劇
俳
優
・
神
太
郎
氏
（
普
通
・
昭
36
卒
）
出

演
の
舞
台
公
演
の
鑑
賞
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
支
部
総
会
は
、
支
部
事
務
局
手
配

に
よ
り
会
場
を
変
更
し
て
開
催
予
定
で
し
た
が
、
開

催
直
前
に
な
っ
て
会
場
が
使
用
出
来
な
い
こ
と
と
な

り
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
出
席
ご
準

備
さ
れ
た
来
賓
各
位
や

出
席
申
込
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

こ
の
よ
う
な
轍
を
踏
ま

な
い
よ
う
に
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
支
部
は
首
都
圏

在
住
の
同
窓
生
の
集
ま

り
で
す
。
入
会
希
望
者
は

支
部
長
ま
た
は
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｅ　

友　

会

Ｅ　

友　

会

第
十
七
回
Ｅ
友
会
総
会
報
告

�

事
務
局　

川
村　

敬
（
43
年
卒
）

　

仙
台
支
部
は
昨
年
よ
り
仙
台
支
部
と
し
て
の
総
会

「
宮
城
の
集
い
」
の
在
り
方
を
検
討
し
、
ま
ず
経
費

削
減
を
図
る
と
共
に
会
員
が
気
楽
に
参
加
し
先
輩
、

後
輩
も
無
い
和
気
あ
い
あ
い
と
懇
談
で
き
る
雰
囲
気

で
開
催
し
た
い
、
と
い
う
観
点
か
ら
ホ
テ
ル
を
利
用

せ
ず
居
酒
屋
で
行
い
、
名
称
も
「
紅
稜
会
」
と
し
て

新
た
な
出
発
を
し
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
新
し
い
時
代
へ
と
変
わ
り
、
お

よ
そ
２
ヵ
月
が
経
過
し
た
令
和
元
年
７
月
12
日（
金
）、

今
年
で
16
回
目
と
な
る
当
支
部
の
同
窓
会
総
会
が
昨

年
同
様
、
身
体
と
心
を
癒
す
温
泉
、
鶯
宿
温
泉
「
寿

広
園
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
盛
工
1
2
0
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

と
い
う
こ
と
で
、
母
校
1
2
0
年
の
歴
史
や
重
み

を
感
じ
ら
れ
る
お
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
総
会
で

し
た
が
、
今
年
も
西
崇
副
校
長
、
吉
田
昭
夫
同
窓
会

長
、
白
根
敬
介
体
育
後
援
会
長
の
御
出
席
を
賜
り
ま

し
た
ほ
か
に
、
佐
々
木
大
祐
事
務
局
長
に
も
ご
出
席

を
賜
り
、
御
挨
拶
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
大
声
で

の
全
員
で
校
歌
斉
唱
か
ら
始
ま
り
、
前
年
度
会
計
決

算
の
報
告
。
今
年
度
予
算
案
の
提
案
お
よ
び
承
認
が

満
場
一
致
に
て
、
無
事
滞
り
な
く
終
了
致
し
ま
し

た
。
続
く
懇
親
会
で
は
、
御
来
賓
の
方
々
よ
り
近
況

や
様
々
な
活
動
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
事
が
で
き
、
在

　

今
年
度
、
盛
工
電
気
科
は
昭
和
34
年
４
月
に
電
力

科
と
し
て
発
足
し
て
か
ら
60
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
電
気
科
同
窓
会
（
Ｅ
友
会
）
で
は
60
周
年
記
念

と
し
て
電
気
科
に
設
備
充
実
の
た
め
エ
ン
ジ
ン
発
電

機
を
寄
贈
し
、
支
援
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

文
化
祭
や
電
気
実
習
で
の
活
用
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
第
17
回
電
気
科
同
窓
会
総
会
は
９
月
14
日

（
土
）
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
参

加
者
は
31
名
）。
今
年
は
役
員
改
選
で
会
長
・
副
会

長
・
事
務
局
長
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
会
則
に
つ
い

て
も
不
備
な
事
項
、
改
善
点
を
吟
味
し
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
度
か
ら
は
ス
ム
ー
ス
な
運
営
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
還
暦
者
、
年
次
代
表
者
（
５
年
間

の
ク
ラ
ス
代
表
者
）、
県
外
出
席
者
が
数
年
少
数
の

参
加
で
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
懇
親
会
で
は
、
３
回
生
の
方
に
よ
る
手

品
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
続
け
て
ウ
ク
レ
レ
に
よ

る
盛
工
音
頭
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
ま
た
各
テ
ー

ブ
ル
の
歓
談
で
会
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
は
ま
た
ウ
ク
レ
レ
伴
奏
で
校
歌
を
歌
い
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。
来
年
度
は
多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
毎
年
卒
業
式

予
行
日
に
電
気
科
３
年

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
お
い
て

３
年
間
努
力
し
た
生
徒
に

会
長
賞
と
幹
事
委
嘱
状
を

授
与
し
て
い
ま
す
。

【
次
回
総
会
】

日
時　

令
和
２
年

　
　
　

９
月
12
日（
土
）

　
　
　

午
後
５
時
か
ら

場
所　

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

 

会
長　

安
部　

司

 

（
三
七
年
卒
）

�

事
務
局　

鎌
田
充
彦
（
建
築
Ｈ
11
年
卒
）

　

花
巻
支
部
の
総
会
は
、平
成
30
年
11
月
９
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
お
い
て
、
前
年
度
決

算
並
び
に
本
年
度
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
、
ま
た

役
員
改
選
案
に
お
き
ま
し
て
、
事
務
局
長
に
新
た
に

髙
橋
哲
弥
（
電
子
機
械
科
平
成
８
年
卒
）
が
就
任
し
、

さ
ら
に
新
し
く
事
務
局
に
渡
部
真
一
（
建
築
科
平
成

９
年
卒
）
を
加
え
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新
た

な
事
務
局
お
い
て
率
先
し
て
花
巻
支
部
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
懇
親
会
へ
と
進

み
、
思
い
思
い
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
ビ
ー
ル
を
片

手
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
当
支
部
は
、
と

り
わ
け
目
立
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

く
、
そ
れ
だ
け
に
毎
年
行
わ
れ
る
本
懇
親
会
は
あ
る

意
味
中
身
の
濃
い
も
の
と
言
え
る
気
が
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
当
支
部
に
お
い
て
は
会
員
の
減

少
、
高
齢
化
も
あ
り
、
参
加
人
数
が
伸
び
悩
ん
で
お

り
ま
す
。
総
会
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
る
昨
今
、
創
意
工

夫
を
重
ね
現
状
を
乗
り
越
え
て
、
百
年
を
超
え
る
盛

工
の
歴
史
を
、
同
窓
生
の
皆
様
と
、
こ
れ
か
ら
も
絶

え
ず
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

支
部
長　

鎌
田
慎
一
（
建
築
四
三
年
卒
）

花
巻
支
部

花
巻
支
部

寿
広
支
部

寿
広
支
部

仙
台
支
部

仙
台
支
部

東
京
支
部

東
京
支
部

盛
岡
市
役
所
支
部

盛
岡
市
役
所
支
部

　

し
か
し
、
実
態
は
集
ま
り
の
回
数
、
人
数
共
に
少

な
く
な
り
低
迷
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
れ
で
も
今
年
の
３
月
22
日
の
「
紅
稜
会
」
飲

み
会
は
、
場
所
を
国
分
町
「
お
し
か
半
島
」
で
開
催

し
８
名
の
参
加
が
あ
り
、次
に
新
元
号
と
な
っ
た「
令

和
」
を
祝
し
て
５
月
１
日
に
仙
台
駅
前
の
「
魚
民
」

で
開
催
し
５
名
の
参
加
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

何
か
仙
台
支
部
は
「
飲
み
会
の
集
い
」
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
？
と
思
う
最
近
の
私
で
す
。
で
も

「
継
続
は
力
な
り
」
の
言
葉
が
有
る
様
に
、
い
つ
の

日
か
「
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
ネ
」
と
思
え
る
日
が
、

き
っ
と
来
る
事
を
信
じ
な
が
ら
仙
台
支
部
役
員
一
同

が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

 

支
部
長　

藤
澤
達
朗
（
電
力
三
八
年
卒
）

校
生
の
活
躍
に
嬉
し
さ
を
覚
え
、
誇
ら
し
く
思
え
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
普
段
で
は
交
流

機
会
が
少
な
い
諸
先
輩
方
、
卒
業
生
と
も
杯
を
酌
み

交
わ
し
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
盛
工
Ｏ
Ｂ
の
絆
や
伝
統

は
変
わ
ら
な
い
な
と
思
っ
た
と
と
も
に
、
盛
工
の
卒

業
生
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
素
敵
な
時
間
で
し
た
。

　

当
支
部
で
は
、
現
在
社
内
会
員
が
37
名
、
社
外
会

員
が
４
名
を
数
え
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
会
員
を
増
や
し
て
い
き
、
母
校
発
展
の
た
め
微
力

な
が
ら
も
応
援
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
所
存

で
御
座
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
盛
岡
工
業

高
校
の
今
後
益
々
の
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
本
年
度
の
活
動
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

会
長　

菅
原
廣
耕
（
工
化
四
六
年
卒
）

【
次
回
総
会
】

日
時

　

�

令
和
２
年
８
月
11
日
（
火
）

午
後
５
時
30
分
か
ら

会
場

　

�

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　

盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ

会
費　

７
千
円

会
長

 
川
村
博
昭
（
三
七
年
卒
）
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2
0
1
9
年
1
月
23
日
付
電
子
号
外
﹂

熊
谷
5
0
0
制
す　

全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト

（
EI
科
３
年　

熊
谷　

萌
）

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

ご
協
力
を
頂
き
、
事
務
局
一
同
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
盛
工
創
立
1
2
0

周
年
記
念
事
業
に
多
く
の
同
窓
生
の
皆

様
よ
り
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
盛
大
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
事
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
元
号
令
和
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
時
代
に
な
る

こ
と
を
切
に
願
い
、
引
き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度
盛
工
同
窓
会
事
務
局

事
務
局
長　
　
　
　

佐
々
木
大
祐

体
育
後
援
会
理
事
長　

角　
　

清
一

事
務
局

　
　

佐
々
木
和
広　

小
野
寺　

稔

　
　

中
井　

忠
則　

浅
沼　

孝
夫

　
　

小
林　

俊
博　

澤
瀨　
　

修

　
　

藤
澤　

秀
明　

小
原　

義
巧

　
　

小
野
寺
優
介　

吉
田　

大
地

　
　

稲
生　

太
貴　

澤
屋
敷　

諒

　
　

舘
澤　

文
枝

事
務
局
よ
り

出
所
﹁
岩
手
日
報　

2
0
1
9
年
2
月
1
日
付
電
子
号
外
﹂

熊
谷
３
連
覇　

国
体
少
年
女
子
5
0
0

（
EI
科
３
年　

熊
谷　

萌
）

活
躍
す
る
盛
工
Ｏ
Ｂ
‼

科
・
支
部
告
知

■
二
日
会

　

令
和
２
年
３
月
２
日
（
月
）

18
：
00
〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ

■
桐
友
会

　

令
和
２
年
８
月
₁₁
日
（
火
）

17
：
30
〜
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ

■
桜
化
会

　

令
和
２
年
８
月
₂₂
日
（
土
）

18
：
00
〜
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

■
機
友
会

令
和
２
年
９
月
５
日
（
土
）

17
：
00
〜
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ

■
Ｅ
友
会

令
和
２
年
９
月
₁₂
日
（
土
）

17
：
00
〜
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

■
東
京
支
部

令
和
２
年
９
月
₂₇
日
（
日
）

　

正
午
〜
（
未
定
）

■
擬
宝
珠
会

令
和
２
年
₁₁
月
₁₈
日
（
水
）

18
：
00
〜
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡
本
館

詳
細
は
同
窓
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

ウエイトリフティング成年男子67㎏級

内村　湧嬉（ME科　平成21年卒）久慈工教

トータル６位入賞（ジャーク３位　スナッチ８位）

第20回全日本大学対抗
女子ウエイトリフティング選手権大会Ⅰ部

鈴木　莉乃（EI 科　平成31年卒）早稲田大学（１年）

　　45㎏級Ｖ 142キロ トータル１位
　　（スナッチ１位62キロ　ジャーク11位 80キロ）

　

同
窓
会
事
務
局
や
企
業
等
の
名
前
を

語
り
、
卒
業
生
の
自
宅
に
個
人
情
報
を

聞
く
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
同
窓

会
事
務
局
で
は
、
一
切
個
人
情
報
を
尋

ね
る
電
話
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
電
話
に
は
対
応
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

第74回国民体育大会「いきいき茨城ゆめ国体」


